
伊丹の質問 県の答えQ A

公的な結婚支援サービスが始まります！若者の声を聞きました！
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静岡県立大学の学生との意見交換

「東京オリンピック自転車競技の効果分析
及びレガシー創出」

暁秀高校の生徒との意見交換

テーマ

「投票率向上のための課題と解決策」
テーマ

谷田幸原線の整備 「次年度予算」静岡の未来

若者と意見交換 出会いサポートセンター

安全安心な地域づくり
パンデミックに備える

デジタル技術の実装
中小企業や小規模事業者のデジタル化や業態転換の支援、
ＥＣサイトやオンライン商談会による県産農畜産物の
販路拡大、スマート農業、有機農業を推進していく。

脱炭素社会の構築
中小企業の事業所や店舗等の省エネルギー化を進める。
既存住宅の断熱改修などライフスタイルの脱炭素化を図る。

地域の特性を活かす
ワーケーションスタイルの構築、
地域交通と連携したMaaSを進める。

スポーツの聖地づくり
◎スポーツを核とした地域づくりを県内全域でへ展開

文化・芸術の振興
◎静岡遺産として認定する制度創設
◎生産者・料理人・観光関係・住民が一体となって
　観光資源と食文化が融合したサービスを創出（ガストロノミーツーリズム）

女性、高齢者、障害のある人、
外国人など多様な人材の活躍を促進
ヤングケアラー、医療的ケア児などの困難を抱える
子どもの支援

経済成長
◎リーディング産業の育成

　地域企業の新たな事業展開を推進
◎山梨県、長野県、新潟県と連携した
　「観光交流」「農林水産物の供給」などの
　取り組みを加速させていく
◎温泉を活用した新たなサービスの開発

防災先進県にふさわしい
地域づくり

県土の強靭化へ

その土地の気候風土が生んだ食材・習慣・伝統・歴史
などによって育まれた食を楽しみ、その土地の食文化に
触れることを目的としたツーリズム

1

魅力の発信と交流の拡大5

持続的な発展に向けた
新たな挑戦

2 未来を担う人づくり3

豊かな暮らしの実現4

ラジオ番組

いたみ雅治事務所
〒411-0035　
三島市大宮町3-14-15
Tel & Fax 055-975-7896
https://m-itami.com/

ご意見などお気軽にお寄せください
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（都）谷田幸原線

長泉町 三島市

谷田幸原線（静岡県三島市）

（都）谷田幸原線（次期工区）
事業期間Ｒ４着手目標

L=499m　W=25.0m ４車線
三島市

（都）三島駅北口線
事業期間 H13～Ｒ４（予定）

L=646m
W=18.0～19.0m ２車線

三島市

（都）谷田幸原線（幸原町工区）
事業期間 H23～Ｒ４（予定）
L=312m　W=27.0m ４車線

静岡県

安全対策のため、
信号機設置を検討中

凡　例
事業実施箇所（県）
事業実施箇所（市）
完了箇所

県区間では、道路の姿が確認できるほど
工事が進み、一日も早い開通を地元も期
待している。 その一方で、地元の住民か
らは、開通に伴い新設される既存の南北
市道との交差点において、交通事故が発
生することを懸念する声も寄せられている
県の対応は？

現在、県が整備を進めている区間は、接続道路である県道三島裾野
線への取付工事を実施している。あわせて、既存の南北市道との交差
点では、道路利用者の安全確保のため、県警察と連携して信号機設
置に向けた検討を進めている。
本路線の開通が地域内の交通課題の解決はもとより、市街地の発展
に大きく寄与することから、早期の全線開通に向け、三島市と連携して、
事業の着実な推進に取り組む。

『ふじのくに出会いサポートセンター』は静
岡県と市町が運営する、公的な結婚支援
サービス。ご縁がつながるよう、ビックデー
タ分析を活用し、お相手さがしをサポート！
さらに、ご縁がつながった後も、交際に向
けてのアドバイスや交際中の悩みごとなど、様々な相談に対応。
令和４年３月末までに会員登録を完了された方は、令和５年３
月末まで利用登録料が無料！　
本格稼働は令和４年の４月から。

いたみ雅治の

パンデミックの恐れのある感染症の発
生に備え、ワクチン・治療薬の国内開
発の促進や対策の拠点となる本県独自
の管理センターの設置など、あらゆる
感染症への対応力を強化していく。

県民一人ひとりに災害リスクや地域特
性に応じた個別避難計画である「わた
しの避難計画（マイタイムライン）」の策
定を進め、県民の生命と財産を守るた
めにハードとソフトの両面から着実かつ
迅速に対策を講じる。

地球規模の気候変動などの影響により
頻発化、激甚化する風水害や切迫する
南海トラフ地震、インフラの老朽化等
へ対応するため、道路の防災対策、河
川の浚渫、道路や河川堤防の除草・
防草対策などを集中的に行う。

＊１

＊１MaaS（マース：Mobility as a Service）とは複数の公共交通やそれ以外の移
動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービス

＊2

＊2

一国の経済成長の牽引役となる産業

令和４年度から静岡県は
「脱炭素」「SDGs」「デジタル化」へ
大きく舵を切っていきます。
県の未来も
大きく変わっていくと思います。

いたみ雅治の視点

毎月第２・第４火曜日
12：45～13：00

FM77.7MHz
ボイス・キュー

「県とあなたの懸け橋」

YouTube
公式チャンネルでも
県政の情報を
発信しています！


